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ることほ明らかである。

cex=(ZlinXk'・ ・…,XftM)と 置 く時 丘ヒ等 の べ ク トルが

直 交 ナ れ ば,つ ま り{節 ⊥(εパ`十i)で あれ ば α、-atl

命_為,...… 盆 一 ・、`湘 亙 に掲 立 で あ る。 これ は

・盟一顕 の分散行列が

の信頓限翼はg`を 用ゐる事に依て決められる.亦 襲

のすべて或ひはその一部分例へば 瓢`3(a二,a2・……ar,

0,… …,0)の 信頓匹域 も上述の諸關係を考慮すれば適

當にスネデツサ肝の1'分 布を」反ることによつτ決め

らオしろo(未 ラ{…)
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空間の一$Pの 位置を,必 ずしも同一永平面上に

ほないN箇 の酷 義(i31,2,・ ・…,」y)に 備≧附けら
.
オ1た輕韓儀を用ひて捨達…する問題を考えよう。氣象界

ではN=25ζ は3の 場合が用いられているが,震 源

や曾源等の推定にも同 じ方式が使えるので,一 般に ・

X≧2と にした。以下"…E"は 定義式を表す ものと約

寿束テる。

原酷を0と し

と置 く。このうちvと μ`とは 母集團で定 まつてい

る量で未雛ではあるが、愛量でほない。IVl・Id。1,Ui

の自乗,積 又は夫域 ヒの高次の量は省賂できるものと

すると ＼

この式の左邊は零になるとは限 らないが,買 測から計

笠できる量でムる^同 趨1にLて

と置 くori(r十 〇)は 慨測地霜A`か らP迄 の眞の

.距離を裟ナ●直接測れるのは,e`に 勃憲する愛量ベ

ク5ルePtだ け である。蝕に εo`は

を重みテンソルど呼ぼ う。σtほ箪なる比例常蛍で,適

當に選んでよい。 一艦 は定義から辮 である。

で與えちれる正規型分布をするものとナる。1),`

次 にR,riの 近似量を適當な方法で推定 しこれ等を

1)從 つ て い つ で も εゆ`2置1と は限 らない 。

2)一 般 に はFo`をv,di,Uiの 函 数 と してTaylor

級 敬 に展 開 して利 用 ナ オしば よい 。F`が 未 知 母 薮 に 闘

して 線 型 でな いな ら,FOiで に未知 量 の 係 敦 は一定 と

は 限 ら ない ¢.



最t法 に 依れ ぱ,最't解 勢5】は,(5),(6)の 下 に

(8)8ミ Σd㌦・闘7`・ゴ`

を 最 小 な ら しめ る もの と.して得 られ る。23蛙 に Σ ほ

醒 測.繍 番號 につ い て,1か らN迄 加 え る こ とを 表
●

ナ 。

未 定 係 救yi及 び未 定 べ クFルXiを 用い,(5),

(6),(8)か ら

Vはaolに 依 らない。實際にはKiの 計算には近

似量,標 本量を代用ナる。

特に方向による屡測楕度の差がないなら

Vに 封ナる各酷での寄與はWiに 比例し,ri2に 逆比

例 し,FOt-(ei・F")ei即 ちその$で.9iに 垂 直な平

面えの"過 剰べぞ トル"Fnfの 正射影に 向きをつけ

て考えたベク}ル に比例ナることが分る。

推定量Vを 用いて 」障…≡Ro-Vを 求めれば,

か らe`の 修 正量eitも 求 まる。修正値,修 正量を出

饗話にして・必要ならもう一度同 じ方式で推定を繰返

す。こめ漱 近似の収斂性はもつと一般的な形で問題

にされてゐるので韓に脇れない05]

特 にA,,オ でジ…・・,A.y及 びPが 同一平面上にある

ならば,ベ ク トルは線てこの平面内の二次元ベク トル

として坂扱える。この時,こ の準面に垂直な箪位ペク

トルを 髭 とし,

となる。 これはVえ の各観測の寄與が,過 輌ベクト

ルFosのeiと 垂直な方向f`え の正射影に 向きを

つけたベク トルに比例ナるごとを表しているo・
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 A method of location of a pint P :c. f. (1)] 

in space by theodolitic -observations eo at N 

points, At. A:,  ,Av, is developed here. utili-
zing the method of maximum likelillood (ILA. 

Fisher) and W. E. Deming's idea of least squ-

ares. Weights of observations are given as 

tensers W. 

 The estimated correctionvfpr the approximate 

position vector R0 c. f. (4)1 is given by (26), 
as a linear function of "excess veciors" Fix 

  f. 5)] with tensor coefficients (2.k.)-.1•Ka 

where Ki are defined by \.24)-
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'・強制振勤の方程式 上のようにきめた函数F(t)の 特徽を知 る爲に

冒

を 考 へ て 見 る。 これ の 期 望値it(3)ガ ・ら

に於て,外 力F(り は殆 ど遙期的ではあるが,そ の遡

期に若千の聯 があり・平均 の値の前衝 こい くらカつ

つ不同を生ずるといふ場合を次の譲な僕型 こよウて考

へて見る。'

完全に週期的であればPU(◎ 鞠i`輪 の如く置 くこ

とが出來るが,上 記の様な場 合は外力を記違する時間

のrあ ゆみ」にブラウン運動型不規則性が加はるもの

と考へ

の如くおいて見る。ヒゝに ㍉ はブラウン運動の 項を

示し 篭が ㍉ と㍉+{馬 との間にあろと向時に,s>t

な る8に つき もが も と ㍉+`F.の 間にある確率が

そ與へ られるとする。

翻ち

なる事が知 らlLる(但 しs〉 ⑤とした。s<0の とき

ほこれの共窺値)●

i文にこれの時閥平均

を考へて見る。8を 固定 したときPl(s)はTを バヲ

メータとした一つの硅率癸数であるが,T→ 。。 のと

き 鰍くの が一つのきまつた確摩餐激 に平均牧欽 ナる

導が示される。即ち


